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 受付 午前８時～11時30分（初診の方は、９時～）
 時間 午後１時～２時30分

1010月の外来診察日程月の外来診察日程
循環器内科

午前 月～金曜日
午後 月・金曜日

消化器内科
午前 月～金曜日
午後 火・水曜日

呼吸器内科
午前 金曜日（1日休診）
午後 木曜日

外 科 午前 月～金曜日
整 形 外 科 午前 月～金曜日
小 児 科 午前 月～金曜日

泌 尿 器 科
午前 月～金曜日
午後 水曜日

神経精神科
午前 月～金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月曜日～金曜日

耳鼻咽喉科
午前 14日・28日
午後 13日・27日

眼 科
午前 木曜日
午後 6日・20日・27日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科 28日（木曜日）

※ 診療日は、予定であり変更になる場合
もあります。事前に病院に確認の上、
受診してください。 看護職員募集中！ 詳しくは、総看護師長まで（☎52-0036内線202）
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●
法
テ
ラ
ス
江
差
で
借
金
の
問
題
に
次
い

で
多
い
相
談
と
し
て
、「
家
族
関
係
・
親

族
関
係
に
関
す
る
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
こ
の
「
家
族
関
係
・
親
族

関
係
に
関
す
る
相
談
」
に
つ
い
て

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
私
た
ち
に
は
必
ず
家
庭
（
家
族
）
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
母
親
か
ら
生
ま
れ

る
以
上
当
然
で
す
ね
。
家
庭
は
、
仕
事
や

学
業
を
終
え
た
後
に
戻
っ
て
い
く
場
所
で

あ
り
、
私
た
ち
の
社
会
生
活
の
基
盤
と
な

る
も
の
で
す
。
幸
せ
の
基
準
に
は
多
様
な

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
家
庭
が

円
満
で
あ
る
」、「
家
に
戻
る
と
ホ
ッ
と
す

る
」
と
い
う
感
情
を
持
て
る
こ
と
は
，
幸

せ
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
目
安
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

●
非
常
に
残
念
な
が
ら
、
何
ら
か
の
原
因

に
よ
っ
て
、
家
族
関
係
・
親
族
関
係
が
円

満
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
家
族
関
係
・
親
族
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
を
弁
護
士
が
解
決
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
解
決
で
き
な
い
場
合
も
当

然
あ
り
ま
す
）。

　

当
事
務
所
に
よ
く
あ
る
相
談
と
し
て
は
、

① 

性
格
の
不
一
致
で
夫
婦
関
係
が
う
ま
く

い
か
ず
、
離
婚
を
考
え
て
い
る

② 

夫
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
が
、
誰
に

も
言
え
ず
苦
し
い

③ 

既
に
離
婚
し
て
い
る
が
、
元
配
偶
者
が

養
育
費
を
払
っ
て
く
れ
な
い

④ 

親
が
亡
く
な
っ
た
が
、
遺
産
を
ど
の
よ

う
に
分
け
る
か
、
話
し
合
い
が
つ
か
な

い
⑤ 
親
族
間
で
金
銭
の
貸
し
借
り
を
し
て
い

る
が
、
返
し
て
も
ら
え
な
い
（
返
せ
な

い
）

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
関
係
・
親
族
関
係
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
は
、
他
人
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
比

し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
人
に

と
っ
て
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

相
談
だ
け
で
も
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
電
話

番
号
は
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３

で
す
。
ま
ず
予
約
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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精神保健相談（こころの健康相談）　●日時 10月26日（火）15時～　●場所 江差保健所相談室
●申し込み　10月21日（木）午前中まで　●お問い合わせ　江差保健所　℡５２－１０５３

お知らせ

阪之上克巳　弁護士

道 立 江 差 病 院 だ よ り ☎５２－００３６

　傷にもいろいろあります。膿
のう

瘍
よう

、熱傷、挫傷、挫創、切創、
裂傷、ひび割れ、褥

じょく

瘡
そう

、犬猫咬
こう

傷
しょう

など、日常で遭遇する
傷の外科的治療法について説明させていただきます。
まず、感染しているかどうかが非常に重要で、感染して
いる限り、くっついてくれません。ですから、全ての傷
が縫えば治ると思ったら大間違いなのです。どんなに傷
が大きくても、感染しているときは縫わずに治します。
よごれた傷は、まず水道水でしっかりと洗浄すれば十分
に清潔になり、感染がおさまれば自然と傷が塞がります。
その際に、傷を治りやすくする為に、被覆材をかぶせる
ことで傷の湿潤環境（湿った状態）を作ることが大切です。
（乾燥させない）被覆材には色々ありますが、その中には
家庭用サランラップもあり、ラップ療法という名前がつ
いているくらい有名な治療法です。ただ、感染を助長す
ることもありますので、感染が持続して傷口から液がた
くさん出ているときは、ガーゼをあ
てなくてはいけません。傷の状態は
日々変わりますので、些細な傷でも
放置せず、お困りのときは外科にご
相談ください。

最近の傷治療についてご紹介致します


